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～ boast of my country ～

私の国はこんなところ
　中央アフリカは、内陸の国です。カメルーン、コン
ゴ共和国、コンゴ民主共和国、スーダン、南スーダン
に囲まれています。広大なサバンナ、熱帯雨林、さら
には無数の河川が広がる自然資源が豊かな国です。マ
ルミミゾウ、ニシローランドゴリラ、チンパンジー、

アカスイギュウなど希少動物を含む多くの野生動物が生息しています。蝶に関
しては世界の首都ともいわれるほど、さまざまな種類が生息しています。私の
故郷バンギは首都で、美しい山の景色、観光名所の滝「ボアリ小瀑布」もあり
ます。

南魚沼市に住んで感じたこと
　これまで日本全国15の街に行きましたが、南魚沼が一番好きです。浦佐
毘沙門堂裸押合大祭などおもしろいお祭りがあり、コシヒカリ、八色スイカ、
酒などおいしいものがたくさんあるからです。冬の雪や、桜の季節の美しさ
もまた大好きです。南魚沼には驚くことがたくさんあり、この地での日常生
活が一番よい経験です。南魚沼の人々の親切のおかげで毎日をよりよく過ご
し、地域の一部となり、南魚沼に住んでいることに感謝しています。

中央アフリカ共和国
［公用語］フランス語（国語はサンゴ語）
［首　都］バンギ
［面　積］622,984㎢（42位）
［人　口］5,507,257人（117位）
［GDP（PPP）］30.09億ドル（188位）
［通　貨］CFAフラン （XAF）
※GDPは国内総生産のことで、購買力平価

説（PPP）により算出した数値です

コパテイ バリ,カール アダムス さん

火
の
用
心

先
日
届
け
ら
れ
た
小
冊
子
に
当
市
の

女
性
の
活
躍
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
日
本
消
防
協
会
の
『
日

本
消
防
』
10
月
号
に
、
当
市
の
女
性
消

防
隊
員
の
寄
稿
に
よ
る
「
雪
国
の
思
い

や
り
と
私
た
ち
の
消
防
団
活
動
」
と
い

う
タ
イ
ト
ル
で
、
そ
の
活
動
を
生
き
生

き
と
紹
介
し
て
い
ま
し
た
。
南
魚
沼
市

消
防
団
女
性
消
防
隊
（
愛
称
：
女め

組ぐ
み

）

は
平
成
26
年
に
発
足
、
現
在
28
人
。
毎

月
の
防
火
広
報
や
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
、

保
育
園
で
の
寸
劇
な
ど
に
よ
る
防
災
指

導
、
消
防
職
員
や
地
区
の
民
生
委
員
の

み
な
さ
ん
と
協
力
し
た
高
齢
者
の
住
宅

訪
問
な
ど
、
多
彩
な
貢
献
を
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
隊
員
に
は
通
訳
や
英

語
指
導
者
、
外
国
人
の
定
住
者
な
ど
も

お
り
、
そ
の
人
材
力
を
生
か
し
た
国
際

大
学
の
学
生
に
英
語
で
の
救
急
、
応
急

手
当
の
普
及
活
動
、
自
ら
の
ア
イ
デ
ア

で
外
国
人
観
光
客
な
ど
が
多
い
当
地
で

の
病
気
や
け
が
な
ど
の
救
急
対
応
が
で

き
る
よ
う
に
と
消
防
職
員
へ
の
英
会
話

講
習
も
実
施
。
本
旨
で
あ
る
規
律
訓
練

や
消
防
ポ
ン
プ
操
法
訓
練
も
活
発
で
、

来
年
横
浜
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に

県
代
表
と
し
て
の
出
場
も
決
ま
り
、
今

は
毎
週
一
回
の
訓
練
も
。
創
設
以
来
、

当
然
な
が
ら
期
待
し
注
目
も
し
て
い
ま

し
た
が
、
改
め
て
そ
の
活
躍
を
う
れ
し

く
思
い
ま
し
た
。
よ
い
流
れ
だ
な
あ
、

と
。
先
日
は
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

に
あ
わ
せ
、
園
児
た
ち
も
参
加
し
て
く

れ
た
防
火
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
市
の
消
防
団
員
は
女
性
隊
員
も
含

め
、
現
在
２
，２
７
０
人
。
そ
れ
ぞ
れ

が
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
地
域
の
安あ

ん

寧ね
い

、

安
全
の
た
め
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
っ
て

い
ま
す
。心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

女
性
隊
員
の
寄
稿
、
結
び
の
言
葉
が

実
に
よ
か
っ
た
。「
新
潟
は
逆
さ
に
読

む
と『
た
・
が
・
い
・
に
』で
す
」「
一
晩
で

１
ｍ
も
雪
が
積
も
る
豪
雪
地
帯
、
雪
国

で
の
生
活
は
互
い
へ
の
思
い
や
り
が
必

要
で
す
」「
雪
国
の
女
の
強
さ
と
優
し

さ
で
地
域
の
防
火
・
防
災
力
の
向
上
に

貢
献
し
て
い
き
た
い
」（
抜
粋
）
女
の

子
も
負
け
て
い
な
い
。
防
火
標
語
の
応

募
作
品
で
最
優
秀
賞
「
消
し
た
か
な
？

不
安
に
な
っ
た
ら
ま
ず
確
認
」
は
大
崎

小
学
校
６
年
生
の
藤
島
寧ね

ね々

さ
ん
。

長
い
冬
の
到
来
、
火
気
を
使
用
す
る

季
節
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
ご
注
意
を

「
た
・
が
・
い
・
に
」
火
の
用
心
！

中央アフリカ共和国


